






Establishment of the Fukuden-kai Infant Home and the Organization that Supported 
Its Operations
― Analysis of the People Who Helped to Establish the Home, Imperial Donations,  


















































畧史』福田会、1909（明治 42）年 5 月、124-125 頁）
― 94 ―
福田会育児院創設とその後の運営を支えた組織
により建物 800 坪のうち、その 8 割を焼失し、半























































































































































































































































































育児院創設後まもなくして 1880（明治 14）年 1









新誌』1103 号、1880（明治 14）年 1 月 26 日、雑
報）ことから、同様の発刊理由があったのではな
















第 2 号（1903（明治 36）年 2 月 10 日～
第 124 号（1913（大正 2）年 4 月 10 日
福　　 田 第 126 号（1913（大正 2）年 5 月 10 日
ふ く で ん
第 127 号（1913（大正２）年７月 10 日～
第 157 号（1916（大正 5）年 11 月 28 日
フ ク デ ン
第 158 号（1917（大正 6）年 1 月 18 日～












































































土宗の人々であった（表 5、表 6 参照）。
仏教思想家の大内青巒は、主宰する『明教新誌』








1909（明治 42）年 3 月 10 日）で述べている。


























大崎行智 権中教正 越後国国上寺住職 真言宗新義派
樹下覚三 中講義 備中国蔵境寺住職 真言宗
















藤田古梅 権少講義 相模国玉泉寺住職 臨済宗建長派










































































資料：「福田会録事」【『弘教新聞』第 147 号、第 149 号、第 155 号（『渋沢栄一伝記資料第 24 巻』233-235 頁）】から筆者作成
出典：拙稿「福田会育児院創立の経緯と開設当初の組織―創立に関わった人びとの検討を中心に―」『東京社会福祉史研究』




















































































































































































特別会員 609 624 645
1036通常会員 1027 1004


































を東京府に出した明治 12 年 1 月の時点では、永
続会友が 37 名、同年 5 月には永続会友 78 名、随
喜居士会友 7 名となっている。明治 13 年 7 月よ
り 12 月 31 日に至る期間は、永続会友 53 名、随
喜居士会友 22 名、捐助金施主 694 名であった。
資料 5 にあるように永続会友は寄付を行っている
（明治 12 年 5 月）。
≪恵愛部の設置≫
1889（明治 22）年 1 月 1 日より同年 12 月 31
資料 5　福田会育児院慈恵金広告
金五百円（但し十ヶ年納） 相州　　宗藤澤山清浄光寺住職 大教正 他阿尊教
金二百円（但五ヶ年納） 甲州日蓮宗身延山久遠寺前住職 権大教正 新居日薩
金六百円（育児三人六ヶ月納） 　　　　　　同　人
金六百円（育児三人六ヶ年納） 相州大住郡大畑村真言宗　金剛頂寺住職 権少教正 五古快全
金四百円（育児二人六ヶ年納） 武州多摩郡下永瀬村臨済宗建長派玉泉寺 住職 少講義 藤田古梅
金一百円（但五ヶ年納） 紀州真言宗高野山　無量壽院住職 権中教正 高岡増隆
金一百円但五ヵ年納 越後蒲原郡国上村真言宗新義派国上寺住職 権中教正 大崎行智
金四百円育児二人六ヵ年養料 　　　　　　同　人
金一百円但十ヵ年納 上総長柄郡茂原駅日蓮宗藻原寺住職 権少教正 神保日淳
金二百円育児一人六ヵ年養料 　　　　　　同　人
（中略）
金一百円但五ヶ年納 東京浄土宗山縁山増上寺住職 大教正 福田行誡



















































































































































































































































































































































1880（明治 13）年 2 月　福田會育兒院に賜金　十二日　福田會育兒院開設の趣旨を聞召され、特旨を以て金五百
圓を同院に賜ふ、院は之を東京に設け、有志の醵金を以て廣く貧兒を養育するを目的とするものにして、大敎正
新居日薩を會長とし、去歳四月内務省の許可を得、六月其の事業を開始す、○恩賜録、金穀録、庶務課日誌（宮
内庁『明治天皇紀』第五、吉川弘文館、昭和 46 年 3 月、18 頁）




○恩賜録（宮内庁『明治天皇紀』第七、吉川弘文館、昭和 47 年 7 月、780 頁）





皇宮官職日記（『明治天皇紀』第七、吉川弘文館、昭和 47 年 7 月、792 頁）
1897（明治 30）年　二月一日又福田會育兒院の救育する孤兒竝びに式部長男爵三宮義胤妻八重野等有志の収養す
る愛知縣震災孤兒に對し、綿服材料及び裁縫料を下賜せらる、○皇宮官職贈賜録、皇宮官職日記（『明治天皇紀』
第九、吉川弘文館、昭和 48 年 12、192 頁）






齋藤桃太郎日記、日本赤十字社史稿（『明治天皇紀』第九、吉川弘文館、昭和 48 年 12、609 頁）
1905（明治 38）年 1 月　十六日　皇后、日本赤十字社病院入院救助患者四十人・東京慈惠醫院入院患者五十人・
福田會育兒院在院兒童百三人に綿服を賜ふ、例の如し、○皇宮官職增賜録、、皇宮官職日記（『明治天皇紀』第







































































































































































 1）本稿は、日本社会福祉学会第 62 回秋季大会


































究会発行、2014 年 3 月、全 67 頁、小泉亜紀「福
田会育児院における院内処遇史①　―先行研究と
福田会規程類・月報からの検討―　」（『福祉専
修』第 34 号、専修大学社会福祉学会、2014 年 3
月、1 － 22 頁所収。
















 3 ） 「福田会育児院にて広く貧児を救育する趣きを聞
こしめされ此ほど　思召を以て御手元金より金
五百円同院へ下し賜りました」（『読売新聞』1880





























 入院希望がある 之と を、 引き取って福田行誡5名、新居日薩5名、今川貞山3名、石泉信如3名、神保日淳ほか各1名、
 養育費用を各自がも 信ち 徒、 又は里親に託して乳養してもらった。
8/2 












 818名 施薬、 、救療を約する者87名、育児総数42名（内死亡4名）、現員38名の内27名有志者引受、11名本院の



































































 直男を主任とし30万円の基本金を募集し少なくも7 8百、 の孤児を収容する計画を立て、重なる人々華族会
 館に集まり協議の結果 三井、 、岩崎、大倉等の富豪も其の挙に賛成し、大いに尽力することになる。第一着






 １人 下婢、 １人）。03/16仮移転式新築舎に子供等移転。
03/- 東京府南葛飾郡亀戸町に福田会亀戸町保育所創設（満3歳以上学齢までの児童を収容、定員200名）
07/23 第一次世界大戦終了後発生したポーランド孤児のアメリカへの移送にあたって、途中孤児が日本に滞在することに
 予 （資定 金は、1911年有楽座に於いて慈善興業をなし金1,347円12銭の純益を得、毛利公爵母堂安子より金3千
 円 三井、 家より2千円、小早川男爵より2百円その他慈善家からの寄付金合計2万3,650円余、宮内省から金5百円
 下賜など 建物。 は、幼稚園教室建坪30坪、育児室6棟建坪162坪5合、浴室建坪11坪、寮舎は愛生寮、種穂寮、
 積善寮 厚生、 寮、保生寮、種福寮、一寮は８畳２間、６畳１間、玄関２畳、台所付、各室幼児10名より12名、保母
08/20 福田会、財団法人として認可される。
 なり 外務、 省より赤十字社を通じて福田会に依頼があり、375名の孤児が福田会に収容された。福田会では孤児
 慰安会などを開催し、また、毛利公爵の庭園での慰安会も開催された。
04/- 付属幼稚園を公開。
09/01 関東大震災の発生により、福田会収容人数は前年の133人から195人となった。
11/20 福田会設立50周年式典開催。
養護施設「福田会東京本院」として認可される。
03/- 宮代幼稚園認可。
04/12 救護施設の認可を受ける。
社会福祉法人　福田会に組織変更。
精神薄弱児施設「宮代学園」（女子15名）を認可を得て併設する。
宮代学園が定員30名（男、女）に増員。
育児家族寮6棟を改築し、付属便所、渡り廊下等を増築、乳児寮1棟並付属日光室も増築する。
09/- 診療室、隔離病室、浴室、洗濯場並炊事場自習室等を増改築。
母子寮開設の認可を得る。同16年開所。
児童養護施設 福田会東京本院の改築・改名を行い、施設名称を広尾フレンズとする。
1896
1898
1899
1900
1901
1902
1903
1904
1907
1908
1909
1910
1911
1912
1917
1920
1921
1923
1925
1927
1928
1948
1952
1959
1988
1934
（明治　29 ）年
（明治　31 ）年
（明治　32 ）年
（明治　33 ）年
（明治　34 ）年
（明治　35 ）年
（明治　36 ）年
（明治　37 ）年
（明治　40 ）年
（明治　41 ）年
（明治　42 ）年
（明治　43 ）年
（明治　44 ）年
（明治　45 ）年
（大正　6 ）年
（大正　9 ）年
（大正　10 ）年
（大正　12 ）年
（大正　14 ）年
（昭和　2 ）年
（昭和　3 ）年
（昭和　23 ）年
（昭和　27 ）年
（昭和　34 ）年
（昭和　63 ）年
（昭和　9 ）年
1932（昭和　7 ）年
1937（昭和　12 ）年
1940（昭和　15 ）年
2013（平成　25 ）年

